
2 . 日 本 語 教 育 部 門

日本語研修 コ ー ス報告 (2007年 4 月 '"-2008年 3 月 )

後藤寛樹

は じ め に

大学院入学前予備教育日本語研修コースは， 主として， 文部科学省に よって配置される大使館推薦の

国費研究留学生お よび教員研修留学生を対象と し た日本語集中コースで， 毎年4 月と 10 月に開講し，

各期 15 週間 75 日のコースを提供している。 富山大学留学生セ ン タ ーでは， 1999年 10 月 に第l期を開

講 し， 2008 年 3 月には第17期生を送り出 し た。 富 山大学に配置されてくる国費研究留学生の数は少なく，

コースの受講定員に余裕があるため， 2000年 10 月間講の第 3 期日本語研修コースか らは， 学内の大学

推薦国費研究留学生や私費研究生等にも門戸 を 聞 き ， 受講者として受け入れている。 本稿では， 2007 

年4 月 か ら開講された第 16 期と同年 10 月か ら開講された第 17 期について報告する。

1 受講者

第 16 期は， 文部科学省か ら 大使館推薦の国費研究留学生l人の配置があった。 ニ れに加えて， 学内

措置の公募 に よる学生 3 人が参加し， 合計4 人の学生が受講した。 第 17 期は， 文部科学省か ら の配置

学生はお らず， 学内措置に よって受講者の募集を行い， 大学推薦に よる国費留学生や私費留学生など，

合計 6 人が受講した。 10 月開講の期は， 日韓共同理工系学部留学生プログ ラ ムに よる学生の配置があっ

た場合， 日 本語研修コースの一部の授業を受講す ることになっているが， 今期は配置がなく， 日本語研

修コース受講者の み の開講 となった。

各期の受講者は表 1 の通りである。

表 1 日 本語研修 コ ー ス 受講者 (第 1 6 期 ・ 第 1 7 期)

ア ン ト ニオ シルス ヴ ィ ラス・ ボアス ブ ラ ジ ル 富 山大学 西条 寿夫 教授

16 I 
王 清 寧 (オウ セイネイ ) 中 国 富 山大学 水谷内徹也 教授

王 蟻 (オウ ギ) 中 国 富 山大学 清家 彰敏 教授

グエ ン ト ゥ イ オ ア ン ベ ト ナ ム 富 山大学 西条 寿夫 教授

オ ラウィ ン パ ラ ンセー ン トー ン タ イ 富 山大学 済木 育夫 教授

王 照 査 (オウ シ ョ ウケ イ ) 中 国 富山大学 岡 田 裕之 教授

17 I 
エ ミ リ ア ピ シ ュ ア ワ ンJミ ン カ メ lレー ン 富 山大学 竹内 章 教授

惰 丹 姐 (ズイ タ ンニ) 中 国 富山大学 平井 美朗 教授

浮 新 普 (フ シ ン フ) 中 国 富山大学 岡 田 裕之 教授

ジ ェ イ ソ ン ハ ド リ ン ア メ リ カ 富 山大学 松田 健二 准教授
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2 コ ー ス担当者

第 16， 17 期ともに， センター専任教員5 人(加藤扶久美， 出原節子， 深津のぞみ， 潰由美和， 後藤寛樹)

と， 非常勤講師 6人(岩本阿由美， 中河和子， 藤 田佐和子， 松岡裕見子， 要門美規， 横堀慶子)が授業

を担当した。 後藤寛樹がコーデ ィ ネートを担当した。

3 コ ーススケジ ュ ール

第 16 期は， 2007年4 月 11 日(水)に開講式， 同年9月 14日(金) に修了式を， 第 17 期は， 2007 

年 10 月11 日(木) に開講式， 2008年3月3日(月) に修了式を行い， どちらの期も15 週間 75 日の

集中授業を行った。 なお， 第 16 期は， 当初予定では7月31 日(火)で授業を終え， 夏季休業に入 る予

定であったが， 7月2日(月)から4 日(水)まで麻疹に よ る全学休講措置がとられたため， その聞の

授業を8月1日(水)から3日(金)に振り替えて行うこととなった。

各期の主なスケジュールは以下の通りであ る。

< 第 1 6 期 〉

2007年 4 月 6 8 (金) 学内公募選考

4 月9日(月) ・ 10日(火) オ リ エンテーシ ョ ン (コースオ リ エンテーシ ョ ン，

外国人登録， 銀行 口座開設， キ ャンパスツアー)

4 月11日(水)

4 月12日(木)

5 月23日(水)

6月1日(金)

開講式

授業開始

異文 化交流パーテ ィ ー

フ ィ ールドト リ ップ(富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢)

7 月 28日(土) ・ 29日(日) ホ ー ムステ イ ， ホーム ピジット

8 月 6 日(月) ...... 9月 5 日(水) 夏季休業
9 月7日(金) 口 頭発表プ ロジ ェ ク ト スピ ー チ発表会

9月14日(金) 修了式

く 第 1 7 期 >

2007年 10月9日 (火) 学内公募選考

10月11日(木) 開講式， コースオ リ エンテーシ ョ ン

10月12日(金) 授業開始

11月28日(水) 異文 化交流パーテ ィ ー

11月30日(金) フ ィ ールドト リ ップ(富 山市民俗民芸村 ・ 五百羅漢)

12月 25日(火) -2008年1月4 日(金) 冬季休業

2008年 1月 26日(土)

2月 19 日 (火)

3月3日(月)

ホ ー ム ピ ジット

口 頭発表プ ロジ ェ ク ト スピ ー チ発表会

修了式
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4 コ ース内容

授業は原則 として月曜日から金曜日まで 1 日4 コ マで， 日本語 と日本事情， コン ビ ュ ー タ を中心 とし

た内容で行った(4. 1 節 表2 ， 3 に時間割を掲載)。 こ のう ち，初級 ク ラ スの午前の授業 10 コマ中 6 コマ，

中級 ク ラ スの午前中の授業 10 コマ中4 コマについては， 日本語課外補講の授業 と合同で開講される授

業である。 通常の授業の他に， 学生の個人の習熟度別の指導やニーズに応えるために， 特別指導も行っ

た。 コース後半からは， 専門課程への橋渡しの教育 と して， 自分の専門についての 口 頭発表 とレ ポート

作成を行う「私の専門」プロジ ェ ク トも課した。

第 16 期は， 受講者を日本語能力に応じて 2 つの ク ラ ス に分け， 初級・ 中級の 2 ク ラ スを開講した。

第 17 期は， 中級レベルに該当する受講者がいなかったため， 受講者を既習歴の有無によって 2 つの グ

ループに分けて授業を行った。 また文字・ 漢字の ク ラ スについては漢字の学習歴がある受講者 と 漢字圏

の受講者を 1 つの グループ， 非漢字圏の受講者をlつの グループ と して授業を行った。

4. 1 時間割
表 2 第 1 6 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割

4 
(13 : 00 - 14 : 30) (14 : 45 - 16 : 15) 

初級 中級 初級 中級
読解 コンビュータ コンビュータ 読解

(加藤) (演回) (演田 ) (加藤)

聴解 作文 会話 会話
( 後藤) (藤田) (漬 田 ) ( 後藤

文字 ・ 漢字 文字 ・ 漢字 日本事情
(演田 ) (深津) (出原)

作文 コンピュータ コンビイ 聴解
(横 堀) (深津) I ( 後藤) (深津)

特別指導

網かけのクラスは日本語課外補講との合同クラス

表 3 第 1 7 期 日 本語研修 コ ー ス 時間割

3 4 
(13 : 00 - 14 : 30) (14 : 45 - 16 : 15) 

初級 2 初級 1 初級 2 初級 1 初級 2
文法 読解 コンビュータ コンピュータ 読解

( 後藤) (加藤) (漬 田 ) (漬 田 ) (加藤)

文法 聴解 作文 会話 会話
(深津) ( 後藤) (藤田 ) (加藤) ( 後藤)

文字 ・ 漢字 文字 ・ 漢字 日本事情
(加藤) (深津) (出原)

作文 コンピュータ コンビュータ 聴解
(横 堀) (深津) ( 後藤) (深津)

文法
特別指導

(要門)

網かけのクラスは日本語課外補講との合同クラス
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4.2 日 本語科 目

初級 ク ラ ス の 目 的 は， 基本的 な 日 本語文法を習得 し ， 運用 で き る よ う に な る こ と ， 文字 に つ い て も ひ
ら が な や カ タ カ ナ ， 基本的 な 漢字を習得す る こ と で あ る 。 中級 ク ラ ス に つ い て は， 学生 の 日 本語力 に 合
わ せ て ， 初級後半の 文法 の 復習 か ら 開始 し た 。 さ ら に 中級 レ ベ ル の 文法や語葉 を 習得 し ， 運用 力 を つ け
る こ と を 目 指 し て 授業を 行 っ た。

ま た， 正 し い 日 本語 の 発音 を 身 に 付 け る た め の 指導 も ， 独 自 開発教材 を 用 い て 行 っ た。
各 ク ラ ス で使用 し た 教科書等 は以下の通 り で あ る 。

初級 ク ラ ス

主教材 『 み ん な の 日 本語』 初級 l ， II ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『か な マ ス タ ーJ (専門教育 出版) ， WBasic Kanji BookJ Vol . 1 ，  2 (凡人社)
『毎 日 の 発音練習J (独 自 開発 テ キ ス ト )

副教材 『 み ん な の 日 本語 初級で読 め る ト ピ ッ ク 25J W み ん な の 日 本語 書 い て覚え る 文型練習帳』
『 み ん な の 日 本語初級 や さ し い作文J ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， W わ く わ く 文法 リ ス ニ
ン グ 99J (凡人社) ， W ク ラ ス 活動集 10U W ク ラ ス 活動集 13U ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク ) ， W絵
と タ ス ク で学ぶ に ほ ん ごJ (凡人社) ， r に ほ ん ご き い て は な し てJ ( ジ ャ パ ン タ イ ム ズ) ， r楽
し く 聞 こ う J r楽 し く 話 そ う J (凡人社) な ど

中級 ク ラ ス

主教材 『 み ん な の 日 本語』 初級 II ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )
『文化 中 級 日 本語J 1 (文化外国語専門学校) ， r J .BridgeJ (凡人社)
rBasic Kanji BookJ Vo1. 2  (凡人社)
『毎 日 の 発音練習J (独 自 開発 テ キ ス ト )

4.3 日 本事情

学 内 か ら 国 際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 募集 し た 日 本人学生 と の 交流 ・ 活動 を通 し て ， 日 本社会 に
つ い て 学 び， さ ら に は 習得 し た 日 本語を実際 に 使 う 機会 を 提供す る 。

ま た ， 留学生 と 日 本人学生が共 に 自 国 の 言語や文化 に 対す る 関心 を 高 め ， 異文化 を理解 し ， 異文化 コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を養 う こ と を 目 指す。

4.4 コ ン ビ ュ ー タ

こ の 授業で は ， 留学生が 日 本語環境で コ ン ビ ュ ー タ の 基本的 な 操作 を す る こ と が で き ， ひ ら が な や カ
タ カ ナ， さ ら に 漢字な ど も 使 っ て ， 正 し い 日 本語の 入力 が で き る よ う に な る こ と を 目 指す。 ま た ， あ わ
せ て ， 大学で の 勉学 に 必要 な 基本 的 な情報 リ テ ラ シ ー の 習得 も 目 指 し て い る 。

留学生 に は ， 日 本語の コ ン ピ ュ ー タ 用語が漢字語や カ タ カ ナ語が多 い た め に 難解で あ る こ と ， 促音や
劫音な ど の 特殊音の 入力 が難 し い な ど， 特有の 問題 が あ る が， そ れ を克服で き る よ う に 指導す る こ と が
大 き な 目 的 で あ る 。 ま た ， 専門課程で の 勉学 に 備 え て ， ワ ー プ ロ ソ フ ト や表計算 ソ フ ト ， プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン ソ フ ト な ど を使え る よ う に な る こ と も 目 指 し ， 同 時 に 日 本語 で の 電子 メ ー ル の 書 き 方， イ ン タ ー
ネ ッ ト の 使 い方， お よ び そ れ に 付随す る 著作権や セ キ ュ リ テ ィ 対策 な ど に つ い て も 指導 を 行 っ た。

[使用 テ キ ス ト ] r 日 本語学習者の た め の ア カ デ ミ ッ ク イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン リ テ ラ シ ー 』
(独 自 開発 テ キ ス ト )
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4.5 口 頭発表プロ ジ t ク 卜

4.5. 1 口頭発表プロ ジ目 エ ク 卜

日 本語研修 コ ー ス に 在籍す る 留学生 は， そ の 多 く が大学院へ進学す る 予定 の 学生 で あ り ， コ ー ス が始
ま っ て 半年後 に は そ れ ぞ れ の 専門課程 に 進 ん で専門の勉強や研究を始 め な け れ ば な ら な い。 本 コ ー ス で
は， 留学生が そ の よ う な 活動 を効率的 に 進 め ら れ る よ う に ， ス ピ ー チ発表会で 自 分 の 専 門 の 内容 に つ い
て簡単に説明す る 口 頭発表を 行 い， さ ら に レ ポ ー ト に ま と め る と い う プ ロ ジ ェ ク ト を学生 に 課 し て い る 。
こ の 活動 は， 一般 日 本語， コ ン ピ ュ ー タ ， そ し て 専門 の 学習 が一体 と な っ て 行わ れ る も の で あ る 。

具体的 に は， 留学生 は 自 分 の 専門 に つ い て ， 専門用語を調べ た り ， 必要な 情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト な ど
か ら 得 た り ， あ る い は必要 に 応 じ て 所属研究室の 指導教員 や学生 に 質問 し た り し た 上で， プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン 用 ソ フ ト を用 い て， プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を行 う 。 コ ー ス 修 了 時 に ス ピ ー チ 発表会を 開催 し ， 発表
を行 っ た 。

さ ら に ， 学生 は発表原稿 を も と に し て レ ポ ー ト を 作成 し ， 研修 コ ー ス 修 了 レ ポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て 発行 し た 。

4.5.2 ス ピーチ発表会

ス ピ ー チ 発表会 は， 第 16 期 は 2007 年 9 月 7 日 (金) に ， 第 17 期 は 2008 年 2 月 19 日 (火) に ， そ
れ ぞ れ午後 1 時半 よ り 開催 し た。 第 16 期 は 21 名 ， 第 17 期 は 31 名 の 出席者が あ っ た。 出席者 は 学生 の
指導教員 や セ ン タ ー に 関係 の あ る 教員， 学務部学生支援課留学支援室職員， ホ ス ト フ ァ ミ リ ー ， 日 本語
研修 コ ー ス の 修了生， 富 山 大学の留学生 お よ び 日 本人学生な ど で あ る 。

留学生 は ， 発表会 に 向 け て ， 指導教員， 同 じ 研究室の 先輩留学生， 日 本人学生 に 協力 し て も ら い な が
ら 熱心 に 準備 を 進 め た 。 授業時間以外 に も 発表 の 原稿 を チ ェ ッ ク し た り ， 教員 が原稿 を朗読 し テ ー プ に
吹 き 込ん だ も の を作成 し て 学生 に 渡す な ど し て ， 指導 に あ た っ た。

発表会 当 日 の 出席者か ら は， 学生の 発表技術や 内容を評価す る コ メ ン ト の ほ か， も っ と 多 く の 人 に 発
表 を 開 い て も ら い た い な ど， 発表会 の PR を 積極的 に 行 っ て は ど う か と い う コ メ ン ト が あ っ た。

4.5.3 修了 レポー ト 集作成

ス ピ ー チ 発表会で 口 頭発表を行 っ た 原稿 を も と に レ ポ ー ト を作成 し ， 修 了 レ ポ ー ト 集 『 ら い ち ょ う 』
と し て 発行 し た。 留学生 は 各 自 の専門 に つ い て の レ ポ ー ト を作成 し た 他， 共通の 項 目 と し て ， 表紙， 目 次，
住所録， 写真 の ペ ー ジ な ど に つ い て 共同 で作成 し た。 学生た ち は そ れ ぞれ の 能力 を発揮 し ， 話 し 合 い を

l 進 め な が ら ， コ ン ビ ュ ー タ の 授業で学ん だ さ ま ざ ま な 文書 の 作 り 方な ど を 極 め て 能率良 く 活 か し， 完成
度 の 高 い文集 を 作 り 上 げ た 。

な お ， 前年度 ま で は そ れ ぞれ の 期 の 報告書 (本稿の 内容 に 相 当 ) と 留学生の レ ポ ー ト を 合 わ せ た 形 で，
期 ご と に 『 ら い ち ょ う 』 を発行 し て い た が， 2007 年度開講の コ ー ス か ら 留学生 の レ ポ ー ト の み を 集 め て ，
l 年 に 1 回， 4 月 開講の コ ー ス と 10 月 開講 の コ ー ス を合 わ せ た 形 で発行す る こ と と な っ た。

5 成績評価

初級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語j) に基づ く 定期試験 と 文字・ 漢字 の 試験 を 実施 し ，
中級 ク ラ ス で は， メ イ ン テ キ ス ト crみ ん な の 日 本語j II ，  r J .Bridgej， r文化中級 日 本語j 1 ) に 基づ
く 定期試験 と 漢字お よ び外来語 の 試験 を 実施 し た。 ま た， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 原稿 と 発
表会 当 日 の 発表 を教員 が採点 し ， プ ロ ジ ェ ク ト の 成績を 出 し た。 コ ー ス 修 了 時 に ， 定期試験の 成績， 文
字 ・ 漢字等の 試験 の 成績， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト の成績を総合 し た も の を コ ー ス の 成績 と し て 出 し ， コ ー
ス へ の 出席率 も 含め た 成績表を作成 し て， 受講者本人 と 指導教員へ通知 し た。
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6 コ ー ス評価

日 本語研修 コ ー ス で は ， コ ー ス 改善 に 役立て る た め に ， コ ー ス 終了 時 に コ ー ス エ バ リ ュ エ ー シ ョ ン の
ア ン ケ ー ト を行 っ て い る 。 実施前 に ， 成績等 に は 全 く 影響 し な い こ と を伝え た 上で， 授業 の 内容， テ キ
ス ト ， 教師 の 教 え 方， コ ン ビ ュ ー タ 授業， 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト ， 日 本人学生 と の 時間， ホ ー ム ス テ イ ・
ホ ー ム ピ ジ ッ ト な ど に つ い て ， 調査を行 っ た。 そ れ ぞ れ の 期 の コ ー ス 評価 の 結果 を 表 4 ， 表 5 に 示す。

表 4 第 1 6 期 コ ー ス評価

質問及び 回答結果

( コ ー ス全体)

コ ー ス は 役 に 立 っ た か
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か :

忙 し い 3人， ち ょ う ど い い 1人
日 本語 は上達 し た か :

し た 2人， 普通 2人

( 日 本語の授業)

授業 は ど う だ っ た か
教科書 は ど う だ っ た か
ハ ン ド ア ウ ト は ど う だ っ た か
教師の教え方 は ど う だ っ た か

( テ ス 卜 )

テ ス ト は ど う だ っ た か
テ ス ト は 多 か っ た か :

ち ょ う ど よ い 4人

( コ ン ビ ュ ー タ 授業)

日 本へ来 る 前 に
コ ン ビ ュ ー タ を使 っ た こ と が あ る か :

あ る 4人
メ ー ル や イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ た こ と が あ る
か :

両方 4人
ど ん な ソ フ ト ウ ェ ア を 使 っ て い た か

Word 4人， Excel 4人， PowerPoint 2人
日 本語環境で使 っ た こ と が あ る か

あ る 1人， な い 3人

授業 は 役 に 立 っ た か
テ キ ス ト は ど う だ っ た か
教え方 は ど う だ っ た か

( 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク ト )

プ ロ ジ ェ ク ト は た い へ ん だ っ た か :
た い へ ん 2人， ふ つ う 2人，

プ ロ ジ ェ ク ト は役 に 立 っ た か
発表会 は 役 に 立 っ た か

自 由 意 見

- 先生 の 教 え 方 は と て も よ か っ た。
・ 日 本語 の 授業で勉強 し た こ と は 面 白 か っ た と 思

つ 。

- 漢字 の テ ス ト は た く さ ん あ っ た が， と て も よ か っ
fこ0

. 日 本語の勉強 に と て も 役 に 立 っ た。

- 日 本で 日 本語環境の コ ン ピ ュ ー タ を買 っ た が， 今
よ く で き る 0

・ コ ン ビ ュ ー タ の 授業 は よ か っ た。

- 新 し い こ と ば を 勉強 し た。
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(見学)

見学 は 楽 し か っ た か :
は い 4人

見学場所 は 適 当 だ っ た か :
は い 4人

見学の 時期 は適 当 だ っ た か :
は い 4人

どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ き れ い な と こ ろ だ っ た 。 売薬資料館が楽 し か っ

fこ。
・ た く さ ん め ず ら し い部屋を 見 る こ と がで き た。

(ホ ー ム ス テ イ /ホ ー ム ピ ジ ッ ト )

[参加 し た 3人の み 回答]
ホ ー ム ビ ジ ッ ト は 楽 し か っ た か :

は い 3人
ど ん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. 温泉へ行 っ た0
・ 子 ど も た ち がかわ いか っ た。 料理がお い し か っ た。

ホ ー ム ピ ジ ッ ト の 時期 は 適 当 だ っ た か :
は い 3人

( 日 本事情) ・ と て も むずか し L 、。 日 本人 は むずか し い こ と ば を
日 本人学生 と 一緒 に 勉強 す る の は ど う だ っ た | よ く 使 う の で。
か : I ・ 面 白 か っ た が， 日 本人 の 学生 の 数が ち ょ っ と 少 な

い と 思 う 0
・ 一緒 に 日 本語を勉強 し て 楽 し か っ た。

- 回答方法 は ， 5 段階 に よ る 評定 と 選択肢か ら 該当 す る 内容を選択す る も の と が あ る が， 回答結果 に
つ い て は 後者 の 結果の み を 掲載 し て い る 。

・ 自 由 意見 は 日 本語 ま た は 英語で記入 さ せ た 。 英語か ら 日 本語 へ の 翻訳， 日 本語 の 訂正 は コ ー デ ィ
ネ ー タ ー が行 っ た。

表 5 第 1 7 期 コ ー ス評価

質問及 び 回答結果 自 由 意 見

( コ ー ス全体) - 忙 し L 、 。
コ ー ス は役 に 立 っ た か - 日 本 に 来 る 前 に 日 本語が全然話せ な か っ た が， 今
ス ケ ジ ュ ー ル は ど う だ っ た か : 日 本語が話せ る よ う に な っ た。

忙 し い 4人， ち ょ う ど い い 2人
日 本語 は上達 し た か :

し た 3人， 普通 2人， し な か っ た l人

( 日 本語の授業) - 日 本語の 授業 は大切 だ っ た。
授業 は ど う だ っ た か - 日 本 語 の 授 業 で 勉強 し た こ と は 面 白 か っ た と 思
教科書 は ど う だ っ た か つ 。
ノ 、 ン ド ア ウ ト は ど う fご っ た カ五 - た く さ ん の 役 に 立 た な L 、 ハ ン ド ア ウ ト を も ら っ
教 師 の 教 え 方 は ど う だ っ た か fこO

( テ ス ト ) - テ ス ト は 多 か っ た が， 大切 だ っ た。
テ ス ト は ど う だ っ た か - 日 本語 の 勉強 に と て も 役 に 立 っ た。
テ ス ト は 多 か っ た か : - テ ス ト の 問題 は あ い ま い だ っ た。 メ イ ン テ キ ス ト

多 い 3人， ち ょ う ど よ い 4人 の テ ス ト は全然良 く な か っ た。

qo

 



( コ ン ビ ュ ー タ 授業)

日 本へ来 る 前 に
コ ン ビ ュ ー タ を使 っ た こ と が あ る か :

あ る 6人
メ ー ルや イ ン タ ー ネ ッ ト を使 っ た こ と があ る か :

両方 6人
どん な ソ フ ト ウ ェ ア を 使 っ て い た か

Word 6人， Excel 6人， PowerPoint 6人，
Publisher 1人， そ の 他 い ろ い ろ 1人

日 本語環境で使 っ た こ と が あ る か
あ る 3人， な い 3人

授業は 役 に 立 っ た か
テ キ ス ト は ど う だ っ た か
教え方 は ど う だ っ た か

( 口 頭発表プ ロ ジ ェ ク 卜 )

プ ロ ジ ェ ク ト は た い へ ん だ っ た か :
た い へん 1人， ふつ う 5人

プ ロ ジ ェ ク ト は 役 に 立 っ た か
発表会 は 役 に 立 っ た か

(見学) [参加 し た 5人 の み 回答]
見学 は 楽 し か っ た か :

は い 5人

見学場所 は 適 当 だ っ た か :
は い 5人

見学の 時期 は 適 当 だ っ た か :
は い 5人

(ホ ー ム ス テ イ /ホ ー ム ビ ジ ッ 卜 )

ホ ー ム ビ ジ ッ ト は楽 し か っ た か :
は い 6人

ホ ー ム ビ ジ ッ ト の 時期 は 適 当 だ っ た か :
は い 6人

- 日 本 に 来 る 前 に コ ン ビ ュ ー タ を使 っ た こ と が あ る
が， 日 本語で は 使 っ た こ と が な か っ た 。

- も っ と 練習 が あ っ た方が い い。

どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
・ 全部 (3人)
・ 合掌造 り の 家
・ 売薬資料館

どん な と こ ろ が楽 し か っ た か
. 日 本の お 茶
・ 着物 を 着 た 。
- 日 本の 文化が よ く 理解で き た 。
・ 富 山 県補聴器セ ン タ ー を見学 し た。
・ 食べ物が お い し か っ た し ， 文化 は 面 白 か っ た。
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( 日 本事情) I ・ と て も い い。
日 本人学生 と 一緒 に 勉強 す る の は ど う だ っ た | ・ 日 本人学生が少 し 少 な い と 思 う 。
カ瓦 : - と て も 楽 し か っ た。 で も 時間 が も っ と 多 い方が い

い と 思 う 。
・ 日 本の 学生は と て も 親切 だ と 思 う 。 日 本の 文化の

ク ラ ス は と て も 楽 し か っ た。 あ り が と う ご ざ い ま
し fこ。

- 回答方法 は， 5 段階 に よ る 評定 と 選択肢か ら 該 当 す る 内容を選択す る も の と が あ る が， 回答結果 に
つ い て は後者の結果 の み を掲載 し て い る 。

・ 自 由 意見 は 日 本語 ま た は 英語で記入 さ せ た。 英語か ら 日 本語へ の 翻訳， 日 本語 の 訂正 は コ ー デ ィ ネ ー
タ ー が行 っ た。

コ ー ス に つ い て の 評価 は ， こ の コ ー ス が 1 日 4 コ マ ， 75 日 の 集 中 コ ー ス と い う こ と も あ り ， 受講者
の 中 に は 同 時 に 研究活動 を進 め な が ら 受講 し て い る 留学生が い る た め ， ど う し て も ス ケ ジ ュ ー ルが忙 し
い と と ら え ら れ て し ま う 傾 向 が あ る 。 と は い え ， 第 16， 17 期 と も に ， コ ー ス は 役 に 立 っ た か と い う 問
い に 対 し て ， 5 段階評価 で も 平均 4.7 以上の 回 答 が得 ら れ て い る こ と か ら ， 受講者 の コ ー ス へ の 満足度
は 高 か っ た と 言 っ て よ い だ ろ う 。 自 己 の 日 本語 の 上達度 に つ い て の 問 い に は， 17 期 の 学生で 「上達 し
な か っ たJ と 答 え た 学生が い る が， こ の 学生 は ， ク ラ ス で の 様子や定期試験 で の 成績な どか ら 見て も 十
分 に 上達の あ と が う か が え る 学生 で あ っ た。 お そ ら く ， 自 己 の 能力 に つ い て 謙虚 に 判 断 し て 回答 し た か，
あ る い は 目 標 を 高 く 設定 し て 自 分 は そ こ ま で到達で き な か っ た と い う 評価 を も と に 回答 し た結果だ と 思
わ れ る が， こ う し た 学生 に 対 し て も 十分 な 達成感を 持 た せ る こ と がで き る よ う な 工夫 が必要 と 言え る だ
ろ う 。

日 本語 の 授業や テ ス ト に つ い て の 問 い で は， テ ス ト が多 く て 大変だ っ た と い う 回答 も 見 ら れ る が， そ
の 多 く は 自 己 の 日 本語学習 に 役 に 立つ も の と し て ， プ ラ ス に と ら え ら れ て い る よ う だ。 ま た ， 授業で配
布 さ れ る ハ ン ド ア ウ ト に つ い て， r役 に 立 た な し 、 ハ ン ド ア ウ ト を た く さ ん も ら っ た j と い う 自 由 記述 が
見 ら れ る 。 こ れ は 主 に 続習 で使 う タ ス ク シ ー ト の こ と を 指 し て い る と 思わ れ る が， ク ラ ス 内 で の 活動 に
お い て ， 場合 に よ っ て は そ の 目 的 や意図 を は っ き り と 示 し ， 受講者 に そ れ を理解 さ せ る 必要が あ る と 言
え る だ ろ う 。

コ ン ビ ュ ー タ の 授業や 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て も ， 概ね高 い評価 を 得て い る 。 最近で は ， 来 日
前 に 既 に 母語環境あ る い は 英語環境の コ ン ビ ュ ー タ を使 い こ な し て い る 留学生が多 く な っ て い る が， そ
れ で も コ ン ビ ュ ー タ の 授業へ の 評価 は 高 く ， そ れ だ け 日 本語環境 で の コ ン ビ ュ ー タ の 使用 が留学生 に
と っ て 困難 を伴 う も の だ と 言え る だ ろ う 。 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト は， そ れ ぞ れ の専門 に つ い て 日 本語で
説明す る と い う プ ロ ジ ェ ク ト で あ る が， 短期間 で準備 を し な け れ ば な ら な い た め， そ れが大変だ と と ら
え ら れ て い る よ う で あ る 。 し か し ， プ ロ ジ ェ ク ト が役 に 立 っ た か と い う 問 い に つ い て も ， 第 16， 17 期
と も に 5 段階評価で平均 4.3 以上 の 回答 が得 ら れ て い る こ と か ら ， そ の 大変 さ は肯定的 に と ら え ら れ て
い る と 言え る 。

見学， ホ ー ム ス テ イ ・ ホ ー ム ビ ジ ッ ト ， 日 本事情 に つ い て も 高 い評価が得 ら れ た。 特 に ， 教室以外の
場で習 っ た 日 本語を使 っ て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を し た り ， 日 本 の 文化 に つ い て 学ぶ機会 が あ っ た こ と に
つ い て ， よ か っ た と 感 じ て い る よ う で あ る 。 日 本事a情 に つ い て は， ど ち ら の 期 で も ， 日 本人学生の数が
少 な い と い う 意見 が見 ら れ る 。 日 本人学生 は こ の 授業 に は 国際交流学生 ボ ラ ン テ ィ ア と い う 形で参加 し
て い る が， 彼 ら に と っ て は単位の 出 な い授業で あ る こ と な ど も あ っ て， 異文化理解や留学生 と の交流 に
関心を持つ学生 を 多数確保す る の は難 し い状況が あ る 。 し か し ， 留学生 に と っ て は ， 身 に つ け た 日 本語
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で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を す る 場で あ っ た り ， そ れ ぞれ の 文化 に つ い て相互に理解 し 合 う い い場で あ る と
と ら え ら れ て い る の で， こ う し た 活動 に 関心を持つ 日 本人学生 を い か に し て確保 し て い く か と い う こ と
も 課題 の 一つ で あ る と 言え よ う 。

7 おわ り に

富 山 大学留学生 セ ン タ ー は設置か ら 8 年が経過 し た。 大学院入学前予備教育 ・ 日 本語研修 コ ー ス も ，
2008 年 3 月 に は第 17 期生 を送 り 出 し ， こ れ ま で に 文部科学省か ら の 配置学生， 学 内措置 に よ る 受講者
を 合 わ せ て 1 16 人が修了 し て い る 。

日 本語研修 コ ー ス と 日 本語課外補講の 一部 の 授業 の 合 同 開講開始か ら 2 年が経過 し ， 合 同 ク ラ ス と 単
独 ク ラ ス で， そ れ ぞ れ の 利 点 を 生 か し た 指導が行 え る よ う に な っ て き た。 2008 年度 に は さ ら に 合 同 ク
ラ ス の 数が増え る こ と に な り ， そ れ ぞれ の ク ラ ス の 利点を生か し つ つ ， 個 々 の 学生 の 力 を ど の よ う に 伸
ば し て い く かが今後 の 課題 に な る と 言え る だ ろ う 。

日 本語研修 コ ー ス は， こ れ ま で 17 期 に わ た っ て コ ー ス を 開講 し て き た が， こ の 間 に コ ー ス の 状況 も
少 し ず つ 変化 し て き て い る 。 こ う し た 中 で， 学 内 の よ り 多 く の ニ ー ズ に 応 え ら れ る よ う に ， 2008 年度
に は 学 内 の ニ ー ズ調査 を実施す る 計画 で あ る 。 こ の ニ ー ズ調査の 結果 を も と に し な が ら ， よ り 質 の 高 い
コ ー ス を提供 し て い け る よ う ， コ ー ス の 内容を考え て い き た L 、。 ま た ， 状況の変化に と も な っ て ， こ れ
ま で の 受講者 に は な か っ た 問題が生 じ て く る 可能性 も あ る 。 そ う し た 問題 に も 瞬時 に 対応で き る よ う に ，
セ ン タ ー 教員， コ ー ス 担 当 非常勤講師 を は じ め， 受講者 の 指導教員 や事務系職員 と も 連携 を密 に し て 指
導 に あ た っ て い き た L 、。
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